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調音位置における階層性についての類型論的研究  
乾  秀 行  
1． はじめに  
音韻論，音声学の分野における分節レベルの研究ほ二項対立理論（Binary  
Theory〕に基づいてJakobson，Fant＆Halle（1952）ほ12の弁別特徴が．ま  
たChomsky＆Ha11e（1968）では22の弁別特徴が提出されてから，様々な  
議論が重ねられてきたけれども，部分的批判はあったもののそれにとって代わ  
るだけの理論を構築できずにきた。Lかし近年やっと弁別特徴の全面的改訂が  
様々な形で提案されるようになった。   
dつほ生成菅韻論の側からの77’prチであり、Clement（1985）に代表さ  
れるようにFe且t11reGeometryという考え方を導入し，個別言語の音韻現象を  
有効に説明しようとしている（注1）。従来の弁別特徴の束にはどんな階層的な関  
係も見つけることができず、結果として余剰的な弁別特徴が多くなるという  
閉居点を解消するために提案された。互いに性質の違う弁別特設は別のtiel  
（階層）に属し，上位忙あるtierntxle（階層節点）は下．位のtief nOdeを支  
配するというよう忙弁別特徴を階層的に捉えている。またこれはUnderspeci－  
fi亡ationThery（最小限指定理論）と結びついて．とりわけ調音位置について  
諸般の議論がなされている。例えばAvery＆Rice（1989，1991〕でほ主要  
調音位置のうちCorl）nalに注目して，その無標性を主張し 基底において指  
定きれないという論を展開している。   
もう一つほLadefoged＆Maddieson（19BB）やLadefoged（19B7b，1989）  
等における弁別特徴そのものの全面的改訂を目指したアプローチである。これ  
もSPEの無駄の多い弁別特徴を解消するため阻提案されたものであるけれど  
も，先の生成音韻論の枠組みに利用されている弁別特徴が依然としてSPEの  
用爵を用いているのと対照的に独自の弁別特設を設屈している旺2）。その弁別  
特放課定の基本となる考え方は，まず2つの大きな柱として聴覚両と生理面の  
タイプを設定することで，より多角駒観点から共時約言語魂象および適時蘭書  
変化を捉えようとすることである。   
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さてこの2つの大きな改訂のすべて忙ついてここで取り上げることは到底で  
きない。そこで本研究ほ閉鎖子音〔破磨昔を含む。）の調音位置特徴に限局し  
て，類型論的観点で見た場合，どのような階層性を設定するべきかを両方のア  
プローチと比較しながら検討することにする。   
2．CoTOn孔1の無標性について   
前章でふれたようにAvery＆Rice〔1991）はCoronalが無標であるので  
基底において措定きれないという論■を展開Lている。  
Avery＆Rice（1991）：   
Averyand Rice（19B9）argue，following work by Kean〔1975）  
and M且ddieson（1984），that the Coronalcontent nodeis the   
least marked of the Place dependents，and that as s11Chitis  
generalIy at）Sent from underIying representation．．”The feature  
Coronalis addedbya defaultruleinphoneticinplementation．   
（105）  
ところでその論の展開に殿して利用されているデータは個別言語の同化現象  
に関わるもののみで，類型論的観点による無標性については，317言語の音韻  
データをもとにして提案されたMaddieson（19B4）の一般的傾向に負うとこ  
ろが大きい。以下に挙げたParadis＆Pmnet（1991〕の頻度数に対する  
Coronalの無標性はaに関してはEnglisIl，Frenchを，Cに関してほ，  
English，Spanishを例にしており，またbに関しては先に挙げたMaddieson  
（1984〕を根拠の拠り所にしている描り。  
ParadlS，C＆：nmIlet，J．F，（1991「：  
a．INVENTORY FREQUENCY：the number of coronalsiIlthe  
COnSOnantinventory ofagivenIaJlg11age（in comparisonwith  
tlleIlumber ofother consonantsin the sameinventory）．  
b．TYPOLOGICALINVENTORY FREQUENCY：the mlmber  
Of eoronals attestedin a11niversalphonemicinventory（in  
COmparison with allother attested consonar］tSin the same   
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inventory）．  
c．occuRRENCEFREQUENCY：the number of times coroT  
nalsareproducedinjl：repreSentativespeeeh cozpus（jncompar・  
isonwith the numberoftimesother亡OnSOnantS are pfOduced  
in the same corpu或．（11）  
ForinstanCe，English coron且1s are phonemically more freqllent   
thanphoneme写Ofanyotherplaceofarticulation：Omittingglides，  
there are13coronals（o11t Of which7aFe alveolars），51abials，   
and2velars（counting bothvoiceless and voicedsegnents）．（11〕  
lr）theIrlternationalPho∫letic AIphobet，eOrOnalsounds are over  
three times more numerous than eitherlabialor velar sourlds．   
ThispredominanceisalsoreflectedinMaddieson（1987）．Maddieson  
rlOte息（1987：40）thatifalanguage ha弓／p／thenit has／k／，andif   
it has／k／thenit has／t／．（11）  
ForirlStarlCe，Fry（1947）showed that the five most frequeflt  
eonsonaIltSina（Southern British）English conversatioI］COrPuS  
were alIcorotlals（n，t，d，S，andl，in that order〕．FeffereS   
（forthcoming）report＄ the following distributioni11a COnVerSa・  
tioIlal（Argentin呈an）Spanish corpus：69％coroIlals，18翳1abials，  
aHdll鬼’velars．（11）  
a（り音韻体系の中の頻度教に関して言えば，流音は通常CoronaIの位置であ  
り，それを数に入れるならば，当然Coronalの位置全体の頻度数が増えること  
になる。よってこのような視点で無漂性を問題にすること自体，議論が成り  
立たないよう忙思う。なおこのような比較をする場合，同じ調音様式に限る  
のが適切であろうと思ゎれる。例えば閉鎖音のうち放出音の系列に閑Lて  
Gamhelieze（197幻が指摘したように，この調音様式でほ調音位置の後ろの方  
が無標であることが確かめられている。しかし，あえてその方法で見たとLて  
も，例えばTlj刀gjtでは錬らが拠り所忙している同じMaddieson〔1984）のデ  
Tタを利用すれば，Labialの位置が3，Coronalの位置が17，Dorsalの位置   
4  乾   秀 行   
が20ということになり，Dor柑1の位置の頻度数がCoro王1alの位置のそれを上  
回ってしまう。またLabialとCoronalについても，Na＄ioiではLabialの  
位置が3，Coronalの位置が3，DofSaIの位置が1というように，同じ頻度  
数になってしまう（盗り。つまり，彼らの方法を用いても Coronalが無標であ  
ることが確かめられない言語ほ存在するのである。   
次にbの炉型論的に見た頻度数に関して言え吼 Maddieson（t984）は先に  
もふれたように317言語を基にした一般的債向である。しかし，■MふddiesoI】も認  
めているようにこの一般化にほ4つの例外がある。また乾（1992：89）によれ  
ば1，000言語を基にして主要調音位置の頻度数を調べた場合，de上Ital／alve8Iar  
が949／953（99．6％〕，Velarが948／953（99．5％〕であり，この二つの調音位  
置に関Lてほとんど頻度数に差がなく，Lたがって無標性について決定できな  
いであろう。   
最後に亡の音素の出現頻度数に関して言えば，これほaのところで指摘し  
たように，流音が数えられる限り，Coronalが無標であるということを示す韓  
力な証拠にほならないであろう。ところでAustralian話語は一般にCofOJ）al  
の位置が発達している言語であると言われている。例えばDixoI】＆Blake  
（1979）によれはAustralianの9言語におけるCoronalの位置が音素頻度数  
の点ではLabial，Dorsalの位置に比べて多い。Lかしその言語の語頭の主要  
調音位置の出現頻度数をみると表1のようになる。但し％／の後の数字はその  
衰1   
調音位置における階層性について曙炉型論的研究  5   
言語の当該調音位置の音素数を示している。つまり音素数が多くても必ずしも  
出現頻度ほ高くならないのである。これほそれぞれの音素が持っている機能負  
担量の違いに起困する。Australian話語ではCoronalの音素同士が同化．あ  
るいほ中和することがある。しかし，そのことによってCoronalが無標なの  
ではなく，むLろ主要調音位置であるCoron乱1が細分化されたに過ぎないの  
である。その証拠がまさにCoroIlalのそれぞれり音素のきわめて低い出現頻  
度なのである（踵5）。   
3．調音位置の階層性   
Ladefoged〔1989）でほ調音位置の階層性が生理面，聴覚面の両面から多角  
的に捉えられている。そこで提案されている階層性というのほ調音位置特徴に  
限るならば，生理面忙ついては以下の表のようになる。  
Ladefogcd（1989：42）   
Hyper Major TermiIlal ［named term］ Traditional   
feature node Feature  terTn  
－［protruded］ Rounded  
‾Laもial岬 
Labiaト］  
ヨコ慧諾  
Ne11tral  
Labiodental  
Laminal  
Apical  二  
現如1i叶  ー［s11blaITlin乱l］ Retroflex  
Dental  
－［dental］    ←［alveolar］  AIveolar  
－CoroIlaト  
－［postalveoIar］Post且1veolar  
且1atal  
a  
－Back一巨≡器1］ 
Place－  
－Dorsal－  High vowel／Velar  
Mid voweI／Uvular  
Low vowel／Ph且ryngeal  
AdvancedToJlglJeRl〕Ot  
Epiglottal   
汀［＋ATR］  
L一｛一ATR］  
－High  
巨 LRa。ical＿ATR  
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ここで注日すべき点は伝統的な調音位置だけで記述するのではなく∴hbial  
ならば唇の形状について，またCoronalならば，舌の接触状態についての弁  
別特徴を設定Lていることである。つまり，受動的調音器官の位置のみではな  
く，能動的調音器官の状態についても言及している。さらにこれに聴覚面を加  
味すると，九hjornodeとしてGr8Veが，その下のTerminalFeat11reとして  
Grave，Sibilant，Brightness，Heightが付け加わることになる。  
Ladefoged（19B9：69〕   
Hyper Major  TermiIlal  
feature node  Feature  
＝芸＝ 
－Apicality  
－Anter主or  
－Sibilant  
Coro【】al  
Place－  
－Back －High  
－B上ightness －Height  
－Radical＋ATR   
こういった聴覚面による弁別特徴によって適時的音変化について説明力が増  
すことになるだろう。なおBrightnessとfIeightほ母音に対して設定され  
た弁別特徴で，Trubetzkoy（1939）によって指摘された聴覚印象に関する弁  
別特徴が復権Lたことになる。   
閉鎖子音（破擦音を含む。〕の調音位置に関わるMajor¶Odeは生理面では  
Labial，Coronal，Dorsal，Radicalの4つであり，聴覚面ではGraveという  
ことになる。Ladef喝ed＆Maddie＄On〔1988）によれば閉鎖子音に限定する  
ならば全部で16の調音位置が区別されることになる。Lかしこの16の調音位置  
の音素対立の中には多くのあき問が見られる¢すなわち120の可能な対立のう  
ち実際に観察されたのは69である。あき間がこのように51も存在する主たる原  
因ほ，多くの言語に観察されない有標な音素の音韻体系の性質に左右されるこ  
とによる。つまり若干の言語に見られる特殊な調音位置の音素対立があれば，   
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その雨音位置が認定されるという手法を用いたために，そういった言語におい  
て他り調音位置が発達していなければ，必然的にあき間の数が増えることにな  
る。1abiodent且1，1inguolabial，ePiglottalの3つがそのような撮めて有標な調  
音位置であり，この3つ調音位置だけで26のあき間が生じることになる。この  
あき間について彼らは今後言語数が増えるにしたがって解消されるAccldental  
gapとして考えているようである。   
ところでこの17〔閉鎖子音体系に限定するならば16）の調音位置の設定ほ言  
語間の比較というのではなく，個別言語内に観察される音素対立をもとにした  
ものである。  
Ladefoged＆Maddieson（1988）：   
Ourj11Stificationforsaying that thereare17distinctplaces of  
articulationrests mainly onthe observatioIlOfcontrasts within   
individuallanguages．ratherthanor）CrOSSTlin糾Iistic comparisons．   
（50）  
つ皇り彼らの目標のユつほⅠ．E A．の改訂にある。そこで木酢究は言語間  
の比較、すなわち類型論的観点でこの階層的枠組みのもとに調音位置の分布状  
況を調べ，調音位置に関わる弁別特徴間の共起関係に注目L，帰納的手法によ  
る言語普遍を目指すことにする。   
そこでまず類型論的研究忙とってその生命線とも言われることは，問題にな  
っている調音位置を持つ言語が言語間の比較をするだけの数を有しているかど  
うかということである。言語数が少ないのに下手に一般化してしまうと，生成  
音韻論のよう忙あとですぐ忙圧倒が挙がってしまう。先の3つの調音位置など  
はまさにそのよい例である。そこで本研究での対象とする調音位置の取扱いに  
ついてである。まずM封or nodeのうち，Labial，Coronal，Dorsalの3つは  
その下に複数の弁別特故を持つことからも叫般に支持された主要調音位置とし  
て考えることができる。ところがRadicalという ⅣhjorIlOdeに支配されて  
いる閉鎖子音音素はEpiglottalだけであり，その調音位置は上述したとおりあ  
まり諸言語忙観察されない調音位置である（珪6）。また衝こGlottalstopを調  
音位置に加えるとしたら，そのMajorIlOdeはLaryngealnodeということ  
になるけれども，これを調音位置に含めるかどうかは議論の分かれるところで  
ある。よって本研究でほこれら2つの主要調音位置（Radical，Laryngeal〕を   
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その対象から外すことにナ．る。また聴覚面のGraveは生理面のLabial，  
Dorsalの両方に関わっており，また二次的調音とも関係するので別に取り扱  
うことにする。   
ところ，C Ladefoged＆Maddieson（1988）は個別言語の音素対立な基にし  
て17の詞書位置を設定したけれども，個別言語における個々の音素の正確な調  
音位置を特定することは非常な困難を要する。このことについてほ彼らも認め  
ているところでそれぞれの調音位置は具体的な位置というよりは連続体である。  
Ladefoged＆Maddieson〔19B8）：  
Given thisit wo111d seem that thereiヨnOt a Clear－Cut distinc・  
tionbetweenlinguolabialandinterdentalarticl］lations．Simi1arly  
the tem遁i血edenねl，deI】ta】，alveolar，且乃d騨娼t8lveo】且ユ且1】托fer  
to pints witllin a contimtlm rather than discretelocations．  
When examining the resultsof any pal且tOgraPhicinvestigation，  
呈t rapidlybecomesobvious that the dentalregionisnot clearIy  
separated from thealveolar region；theupperedge＄Ofthefront  
teethare curved，andblendinto thealveolaF Surface．（58〕  
したがって調音位置の違う音素を多く持たない言語は，多く持つ言語旺比べ  
てその音素の現れる範囲が広いことになる。このような事情を考慮し．また世  
界中の言語の音韻体系の具体的音声特徴が十分にわかっていない点を考癒する  
ならば，類型論的観点で言語間の比較をする場合，主要調音位置にいくつの音  
素が区別されるかが現．段階では最も有効な方法といえよう。そこで本研究は主  
妻調音位置にいくつの弁別的音素があるのかという視点に立って，手持ちの世  
界言語の音韻体系より調音位置の分布状況を検討し，調音位置濫関わる特徴間  
の共起関係に注目し，帰納的に青森普遍を探求することにする。   
ヰ．ニ次的調音の問題   
さて類型論的忙分類する前に，二次的調音の問題を考えておかなければなら  
ないであろう。すなわち個別言語の音韻体系の中には二次的調音を持つ者素が  
含まれていることがある。その主な二次的詞書とは，1abialization，paIatali・  
Lation，Velari皿tion q）3つである。このうち最初の2つは母音のu，i及び半   
詞音位置における階層性匿ついての県型静的研究  9   
母音のw，j と密接に関屈しており，当該言語の音節構造や音環境によって二  
次的調音を持つ音素の解釈が異なることがある。例えば，ユーラシア大陸に広  
く存在する口蓋化現象ほ言語によって音素解釈がまちまちである。   
ところで本研究の目的は主要調音位置にいくつの音素があるかを問題にする  
わけであるけれども．主要調音位置と異なった二次的調音が当該音素にかかっ  
た場合，それをどのように解釈するのが適切であろうか。それを解釈するため  
に，まず主要調音位置とそれにかかる二次的調音の性質について見ていくこと  
にする。  
4．1．唇音化特徴   
これは音声学的にほ唇の丸めを伴う。つまり，主要調音位置Labialの3つ  
の弁別特徴のうち［rounded］（1adefoged（1989〕に従うならば［protruded］）  
が開与する現象である。さらにこの唇音化現象が過度に進むと二重調音につな  
がることになる。例えばHewitt〔1979）によればAbkhazの音素／dw／は次  
のように完全な唇の閉鎖を生じる。  
Hewitt〔1979）：  
Apico－aIveolar voiced pulmonic plosivelabialised，dW；Phoneti・  
cally，1abialisation takestheformofcornpletelabio－JahialcloBure   
（together with definitelip－PrOtruSion），thelabialand alveolar  
cIosure being rele舶ed siInultaneously，With thelabialrele且Se   
being characterisedby a trilI．（256）  
一般的に唇音化が最も起こりやすい調音位置は，後でデータを示すけれども，  
DDrSalの位置である。これは二重調音音素のうち最もよく起こるのがLabial・  
（  
velar／（kp／）であることからもあかる。またDorsalの中でもuvularの方が  
velarよりも円唇化されやすい。例えばHewitt（1979）は音素／qT？／に閑L  
て次のように記述している。  
Hewitt（1979）：   
This timelip－rOunding and protluSionis more evident thanin  
the case of the velar series．（257）   
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ところで聴覚特徴［grave］は一部の生成音韻論者が考えるようなCorona  
とPeripher且1を分けるために設定された特徴ではなく．調音位置に関わる音  
変化がLabial－CoronaトDorsal－Labialと連続体であることを示すためのもの  
であると思う。上のAb上血azの例は同じ唇音化現象がDorsaトLaもialの間で  
はなく，Labial－Coronal間に起こっていることからもその連続体的捉え方は  
支持されると思われる。   
以上より唇音化現象はいずれの主要調音位置に生じた場合でも，弁別特散  
［rounded］（あるいは［protruded］特徴）を付加する現象として位置づけられ  
るは7）。  
4．2． 口蓋化特徴   
口蓋化特徴に関してBhat（1978〕は音声学酌また適時的過程において異な  
った3つの特徴を包括した特徴（Cover Feature）であると位置づけている。つ  
まり口蓋化について以下の3つの異なった適時的過程があるとする。  
1．前舌化（tonguerfronting）   
2．上菅化（tongue－raising）   
3．摩擦化（spirantimtiDn）   
音響音声学前には1は第2フォルマソトの上昇，2は第1フォルマントの下  
降，3ほ粗雑性の付加によって特徴づけられる。さらに3には弱化現象（wea－  
kening）と強化現象（strengthening）の2つの過程がある。また主要調音位  
置との関係で言えば、前舌化は通常Dorsal（velar）の位置で起こり，主要調  
音位置をCoronalの位置に変える過程であるのに対して，上古化ほ通常  
Coronalの位置で起こり，aPi亡alを1aminalする過程であるとしている。   
これはただ適時的音変化についての言及であり，／k／が口蓋化されたからと  
いって必ずしも／己ノヘ音変化するわけでほない。だから軟口蓋音の前舌化が  
音素としてDorsalの位置内にとどまったとしても問題はない。ただその時の  
弁別特徴はLadefoged（1989）に習うならば［front］であり，摩擦化や上古  
化は起こらないであろう。つまり主要調音位置Dorsalの口蓋化ほ弁別特徴  
［front］によって記述される（注8）。   
一方Coronalの位置に関しては口蓋化の性質の決定が男臣しい。先にCoronal  
の口蓋化とほ上古化であり，apicalが1aminalになることであると述べたけ  
れども，その際上舌化以外に摩擦化も絡んでくる。つまり1aminalは通常摩  
擦性を伴って具現される。   
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Catford（198即こ   
It you carefully compare apico－alveolar［t］withlamino－alveolar   
［t］you may notice that the release 80und－thelittIe burst of  
noise－heard as the tongue breaks away from the ridge，tends to   
bele＄SClean－Cut，alitttemore‘sloppy’irltheca＄eOfthelamillal   
［t］．Infact，it may sound alittlelike［ts］rather than simple   
［t］．〔朗－89）  
これはAlユStralian詩語の1aminalの閉鎖音は通常摩擦性によって聞き分け  
られるという事実によって確かめられる。例えばKalkatunguはBlake〔1979）  
によれば次のように記述されている。  
Blake（1979〕：  
Thislamino－dentalstopis distinguishable from tlargetybyits  
rather fricatlVe Character．（16）  
またBhat（1978）は音素によってはその口蓋化現象に摩擦化だけが関与し  
ている例を挙げている。例えばSelepetの半母音などは摩擦化だけが起こって  
いる。  
Bhat（1978）：   
In SELEPET，y becomes zyinitia11y before front vowels（Mc・  
Elh且nOn1970）．〔57）  
しかし大抵のCoronalの閉鎖音ほ口蓋化した場合，上古化と摩擦化が両方  
起こっている。例えばRussianでは／tりと／亡りは音素対立をするけれども，ど  
ちらも上舌化および摩擦化し，その違いほ調音位置に求められる。Ladefoged  
（1987a：7）によれば［interdentall］【laminaldental］［1aminalalveolar］  
［1aminalpostalveoIar］［palatal］の5つの位置によって区別されることにな  
る（注9）。しかしこの5つの調音位置をすべて持つ言語ほ存在しない。この5つ  
の区別あくまで個別言語の音声学的特徴を忠実に反映させるためのものであ  
る（注川）。したがって類型論的に言語を比較する場合，このような正確な調音位  
置が大切なのでほなく（もっとも現段階では個別言語の正確な音声特徴を完全   
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に把握することはできない。），いくつの音素を区別Lていろかが大切である。  
つまり音韻体系に／tJ／と表記されている音素があって，他旺Coronalの位置  
に口蓋化音がない場合には，その音素の正確な音声学的特徴を決定することは  
容易でない。   
以上により Coronalの位置での口蓋化現象は，生理的には上舌性（［high］），  
席覚的にほ摩擦性（［sibilant］）があるとだけ仮定しておく。   
ところでBhat（1978）によれば／r／音及びretrofle又はvelarの口蓋化なブ  
ロックする。  
Bhat〔19碑）：  
We have noted only two environments that could be specified as 
capable ofblockingpalataLization，Tlleyarel）an apicaltrillor  
tap，and2）a retroflexed consonant．Both these could prevent  
tlle palatali孤tionof a velar consonant；thatis，they couldもLock  
the ton訃1e frontingtendencyofa given environment．  
4．In TAMIL and MALAYALAM，k became 丘before front  
vowels，eXCePtWhentheywerefurtherb〉aretrOflexedconsonallt   
（Krishnamurti1961）．（66）  
このことはCoronalの位置において口蓋化育と反り舌音が対立関係にある  
ことを示Lている。つまり Coronalの位置での下位分類について言及するな  
らば，［1aminal］，［apical］，［retroflex］（Ladefoged（1989）に従うならば  
［s11blamianal］）の3つが［apical】を無標項として聴覚的には摩擦性（［laminal］）  
の庸覚件数として［siもilant］）と流昔性（［写ublaI¶iml］）の聴覚特徴として  
［trill］）によって讃脚ほれること旺なる。なお流音性には当然［1ateral］とい  
う弁別特徴も関与するであろう。したがって類型論的には反り古書／tr／と破擦  
音／tl／が流音性の下位区分として構成されるであろう。   
最後にLabiaLの位置でのFj蓋化は円唇化〔rounding）に対する非円唇化及  
び破擦化として捉えることができる。Bhat（1978）では雨唇音の口蓋化が唇  
歯摩擦音になる現象について言及している。この閉鎖音から摩擦音に変化する  
過程の途中に破擦音化が起こったと仮定Lても理論的に問題はない。つまり閉  
鎖音の口蓋化が摩擦化を引き起こす例とLて破擦音を取り壊うことは可能であ   
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る。  
Bkt（1978）こ   
Thereare twodifferentdirectionsinwhichitmaychangeunder   
theinflueIICeOfapalataIizingenvironment．Fir＄tly，itmayretain   
it＄lip－rOunding，but maytakeon anadditionalpalatalsecondary   
articulation．Secondly，it may get retracted fromit＄ bilabial   
寧〕Bitionto笥Iabio－dentalpsition．Thislattertendencyisevidently   
a caseof且SSimiIation totJleunrOundedllatureOfthepaIatalizing  
emvlrOnment”‖  
2．InRUNDI，palatalizedb becomes v（Spaandonck1964〕．   
5，lnMIDDLECHINESE，lablals splitinto bilabials andlabio・   
dent且1s，thetatteroccIJrring before medialiu and open finaliu   
（Cheng1973）．（闊－69）  
これはLabialの位置の唇の形状，すなわちLadefoged（1989）の言うところ  
のLabialの位置の［pfOtruded］，［cottlPreSSed］，［retracted］の3つの弁別特  
徴が，唇音化及び口蓋化によって保証きれていることを示Lている。つまり唇  
音化現象が［protruded］を要求するのに対して．口蓋化現象が［compressed］  
及び［retracted］を要求することになる。  
4．5．軟口蓋化特徴   
軟口蓋化特徴は第叫次調音につけ加えて後部舌背が軟口蓋に向かって上げ  
られる特徴である。閉鎖音においてこの特徴が生じるのは例えばArabicの  
‘emphatics’であり，それは‘pharyngearized’とLても記述される。また二  
重調音としてはMaddieson＆Ladefoged（1989）やMaddieson（1990）に  
おいて論じられている。   
ところで軟口蓋化特徴ほ口蓋化特徴と対立する。例えばGaelicでは非口蓋  
化唇音は軟口蓋化される。  
Bhat（197岳）：  
InGAELIC（ofTorr），paLatalizedlabiaIs have r10tOngue articu・   
4  乾   秀 行   
htionas s11Ch，but thelips are tightly drawn；the non－P且1ataL  
li21edlabials，On the otherlland，are Velarized（Sommerfelt1952）．  
（69）   
1  
またRussianでも口蓋化音〔敦子音）に対する非口蓋〔硬子音）は円唇軟  
口蓋化音として記述されることがある。このように軟口蓋化特徴は［round］を  
伴って現れるように，唇音化特徴と密接に関係Lている。LかL，軟口蓋化特  
徴が調音位置にどのような影響を与えるのかについてほ今後の研究を待たねば  
ならない。  
4．4．ま と め   
二次的調音音素ほ唇音化特徴に関してはすべての主要調音位置で生理面から  
［ro11nd］として記述されることになる。一方Ej蓋化特徴に関してはLabialの  
位置で生理面から［round］に対立する弁別特散〔［compressed］及び［retrac・  
ted］）とLて記述される。またCoronalの位置では生理的には［high］，聴覚  
的には［sibilant］とLて記述される。またDorsalの位置では生理面から  
［frunt］として記述される。最後に軟口蓋化特徴はとりあえず［verlarized］と  
しておく。またすべてに閑Lて生理，聴覚両面の記述ができるのが望ましいけ  
れども，現段階では，Ladefoged（19BB）でも不完全なよう忙，困難である。ここ  
でJakobson流の音響面による特徴を過度に用いると，別の問題が生じてくる。  
Lたがって弁別特徴の本格的な記述ほ今後の研究忙ゆだねられることになる。   
残った問題ほ主要調音位置すべてにかかる唇音化特徴と口蓋化特徴である。  
これほ調音様式特徴として扱うのが適切であると思われる。したがって本研究  
ではこのタイプの二次的調音音素は調音位置濫含めないことにする。  
5．諷音位置の類型論的考察   
5．1．主要調音位置の下位区分   
さて本研究でほ類型論的観点で閉鎖音の調音位置を分類する場合，主要調音  
位置としてLabial，Coroロal，Dorsalの3つを考えるこ■とにする。そしてそ  
れぞれの主要調音位置での閉鎖音の音素数がいくつあるかによって分現するこ  
とにする。その場合前章でみたように二次的詞書特徴を持つ音素も，すべての  
主要調音位置にかかる場合を除いて，含めることにする。また破擦音は，前章  
で見たようにCoronalの位置に∴転ける［laminal］の摩擦性やCoronalや   
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Labialの位置での口蓋化特徴による摩擦性を考えれば，当然同一次元で取り  
扱うべき性質のものである。したがって本研究でほ閉鎖音と破壊昔を両方含め  
た体系を対象にする。以下においてまず手持ちの1，000言語の音韻体系忙確認  
できる調音位置に関わる音素を滞介する。  
L8bial   
Laもialの位置において取り扱われる音素は無声閉鎖音で表すならば以下の4  
つのタイプになる。   
1．／p／ 2．／p▼／ 3．／が／or／pソ  4．／pr／   
1ほ無標の両唇音である。但し当該音韻体系のLaもialの位置においてこの  
音素が1つの場合には［protruded］［compressed］のどちらかによって特徴づ  
けられるか決定できない。つまり，それだけ自由な異音を持ち得る守備範囲の  
広い音素である。   
2ほ両唇音に唇音化特徴をつけ加えた音素である。これは当該音韻体系の中  
に無標の両唇音がある場合にその音素との違いを示すためにつけ加えた特徴で  
あり．生理特徴［round］（［protruded］）がこの音素の指掛こなる。   
3ほ両唇音に口蓋化特徴をつけ加えた音素である。これは当該音韻体系の中  
に無標の両唇音がある場合にその音素との違いを示すためにつけ加えた特徴で  
あり，生理特徴［compressed］がこの音素の指標になる。また唇歯昔の破擦音  
もこのタイプに含めることができるであろう。これほ生理特徴［retracted］に  
よって特徴づけられる。なお聴覚面からほ摩擦性が指標になるであろう。   
4は両唇音に流音特徴をつけ加えた音素である。これは聴覚特設［trill］に  
よって特徴づけられる。なおこの音素ほMaddie抑n（1988：92）によれば歴  
史的に見ると狭母音が後続する前鼻音化書から生じる。  
上記の音素以外にもLadefoged＆Maddieson（1988），Maddiesoll（1987a，  
1987b〕によれば，Llnguo－1abl乱1という音素がある。この音ほ上唇と舌によ  
って調音される音で，Big Namhsでほ無標の両唇音と対立している。  
Maddieson（1987b：26）によればこの対立は歴史的には無標の両唇音と唇音  
化した両唇音の対立であるらしい。つまり無標の両唇音がLinguo－Iabial忙．  
唇音化した両唇音が無標の両唇音にそれぞれ変化した。  
Coron乱l   
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Coronalの位置において音素の正確な音声学的特徴を衷記することが難しい  
ことについてはすでに述べたとおりである。しかしLabialの位置と同じよう  
に，無標の／t／と唇音化音素，摩擦化音素（破撫育及び［1amianl］特徴持つ音  
素〕，それに流音性を持つ音素〔／tr／及び／tl／）の4つのタイプに大別できる。  
ところでapicaldentalとapicalalveolarはLadefoged＆Maddieson（198釦  
の個別言語レベルの音素対立においても存在しない。つまり唇音性も摩擦性も  
流昔性もない音素は無標の／t／以外には存在Lないのである。一方摩擦化音素  
顆はAnteriorityによって細分化される。なおMandarinなどに見られる反  
り舌の破擦音は［sibilant］ということで摩擦化音素の中に含めることにする。  
Dorsal   
Dorsalの位置における音素はLabial，CorDnalの位置と同じく4つに大別  
できる。それは無標のDorsal／k／及び／q／と唇音化音素，摩擦化音素（破擦音）  
及び前書化音素．それに流音性を持つ音素／kl／である。  
5．2．調音位置の類型論的分類   
まず主要調音位置にいくつの音素があるかで分類する。例えば調音位置が  
／p t k／であるならば1－1－1，／pt‡k／ならば1，2－1，／p t kq／ならば1－1－2  
のように表記することにする。すると世界の言語（1，000言語）は以下の表2  
のような分布を示す。  
それではまず主要調音位置別の音素数を表3で見てみるこ とにする。なお  
横軸の数字は当惑主要調音位置での音素数を示す。それによる主要調音位置  
Labial，ComnaI，Dors且1を持たない言語ほそれぞれ16，3，3言語であり，  
ほとんどの言語が3つの主要調音位置を持つことがわかる。またこれらの主要  
調音位置を欠く言語はいずれも他の主要調音位置を必ず持っており．したがっ  
て主要調音位置を2つ以上欠く言語ほ存在Lない。また本データをもとにした  
帰納的方法論から見た場合，それぞれの主要調音位置の最大音素数ほLabial，  
Coronal，Dorsalの順に3，8，6音素であり，このデ，タに関する限りCoronal  
の位置り音素数が山番多いことになる。確かにこの裏を見れば，Coronalの位  
置の音素数が他の2つの主要調音位置の音素数よりも相対的に多いことが窺え  
るけれども，前述したように主要調音位置の無標性をいう場合，それぞれの音  
素の持っている堪能負担量を考慮しなければならないであろう。ところで一部   
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タイ引数いィ可数lタイプ戸数lタイプl敷いィプf数   
0小1i可川牛 3Jl－4－1f 可2十2】3l相可1   
0－1－2illl一項 2トト2j 25l2－2－1】111 f   
0－2－1l4ト1－1l137い－4－3F 7占2－2－2161］   
0－2－2illト1－21叫1－4－り16l2－2－3】1】l   
0－3－2llll－2－Oflい－4－6戸1l2－3－1l2†l   
0－4－1」2ト2－1l257ト5－1「14l2－3－2l51 i   
㌫二3llト叫97fl－5可 9l2－4－1い一 声   
0－4－り 2lト2－3l4ilr5可 ≡再－4－2l51 i   
0－5－1ll恒可 3ll－6－2Fll2－5－1－11 i   
lfl－2－5ト中一6－6」り2－5－2いI i   
lい－3－1l1721」声2－8－5llli   
lFト3－2戸 59f lllll   
l ll－3－3J91 i I I l   
lll－3－4－ 7f ！llll   
O 111 2 1 3 1 4 1 5  
Labial］1619401 431 11 0i O  
Coronal1 3】1961389125511251 29】 2  
Dorsal1 3167312651 221 31】 41 2 0  
のUnderspecificatlon TlleOry（最小限指定理論）を唱える学者が言うように  
Coronalほ調音位置忙関して無漂であると言えるであろうか。もしCoronal  
が音素数忙ついて無標であると言えるならば，他の主要調音位置の音素数と比  
べて常に音素数が上回らなくてはいけない。またCorDnalとPeripheralのよ  
うに分けることが支持されるため忙はCoronalの音素数がLabialとDorsal  
の音素数の合計より多いことが条件であろう。LかしCoroIlalが他の主要詞   
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音位置よりも音素数が多い言語が638言語，また他の主要調音位置の音素数の  
合計よりも多い言語が286言語あるのに対して，Coronalが他の主要調音位置  
よりも音素教が少ない言語が77言語，また他の主要調音位置の音素数の合計よ  
りも少ない言語が359言語である。この後者の数字は到底無視できない数字で  
ある。つまり類型論的に見た場合．閉鎖音体系に関する限り ColOnalの無標  
性ほ支持できないことがわかる。  
5．5．主要調音位置の下位区分に見られる類型論的特徴   
次にそれぞれの主要調音位置の中味について見ていく。5．1．で見たように，  
それぞれの主要調音位置は無漂の閉鎖音，唇音化した音素，摩擦性を持つ音素，  
それに流昔性を持つ音素の4つに大別できた。それらの特徴が各主要調音位置  
でどのような共起関係を持つのかについてこの節で見ていくことにする。  
L8lIialの下位区分   
Labialは前節で見たように最大3つの主要調音位置を持つ。ところでLaもial  
の位置で2つ以上の音素を区別する言語数は44である。まず2つの音素な区別  
する43言語のうち，唇音化特徴を弁別特徴として使うのが14言語，口蓋化特徴  
及び摩擦性を弁別特徴として使うのが22（口蓋化音素11，破擦音11）言語，  
流音性を弁別特徴とLて使うのが5言語ある。なお残り2言語ほ軟口蓋化特徴  
を弁別特徴として使う言語である。また唯一3つの音素を持つ1言語は唇音化  
と口蓋化特徴を弁別特徴とLて使う言語である。以上からこの位置での調音位  
置特徴に際だった偏りは確認できない。つまりどの調音位置特徴も平等の価値  
を有するものと思われる。  
Coro叫1の下位区分   
Coronalの位置に2つ以上の音素を持つ言語数ほ日01である。まず2つの音  
素を区別する言語数は389であるけれども，そのうち摩擦化音素を弁別特徴と  
Lて使うのが377言語，流音性を弁別特徴として使うのが7言語である。残り  
5言語ほ軟口蓋化特徴を弁別特徴として使う言語であり，唇音化特徴を弁別特  
徴として使う言語は存在しない。次に3つの音素を区別する言語数は255ある。  
このすべての言語が1つの特徴として摩擦性を利用Lている。残り1つの特徴  
ほさらに摩擦性を使うのが175言語，流音性を使うのが76言語，唇音化特徴を  
使うのが2言語，残り2は軟口蓋化特徴を使う言語である。また4つの音素を   
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区別する言語数は125である。このうち124言語までが2つの摩鞍性に関する  
弁別特徴を利用していて，残り1言語は唇音化特徴を2つ持っている。さてそ  
の124言語の最後の1つの弁別特哉祀流音性に関するものが67言語，さらに摩  
擦性に関するものが54言語、唇音化特徴が2言語，あとは軟口蓋化特徴が1言  
語である。次に5つの音素を区別する言語数は29である。このうち25言語が3  
つの摩擦性に関する弁別特徴を利用している。残り4言語のうち2言語が2つ  
の唇音化特徴をナ1言語が2つの流音性忙関する特徴を，1言語が唇音化特徴  
と流音性に関する特徴を利用Lている。また3つの摩擦性に関する特徴を利用  
している言語のうち残り1つの弁別特徴ほ流書性に関するものが13言語，さら  
に摩擦性に関するものが10言語，唇音化特徴が2言語である。次に6つの音素  
を区別する言語数は2で，5つの弁別特設がすべて摩擦性に関するものが1言  
語，3つの摩擦性に関するものと2つの唇音化特徴のものを利用しているのが  
1言語ある。最後に8つの音素を区別するのは1言語で，それは3つの摩擦性  
に関するものと4つの唇音化特徴を利用している。   
以上よりこの主要調音位置では摩擦性が他の調音位置特徴に比べて（特に少  
ない音素数を区別する場合旺）無標であることがわかる。しかし，音素数が増  
えるにしたがっていつまでも摩擦性の細分化に向かうわけではなく，4つ以上  
の音素を区別する場合にほその4つ日の音素の弁別特散として流音性が選ぷ方  
が摩鞍性を選ぶよりも多くなる。これは音素の識別が音素数が増えるに従って  
摩擦性だけで難しくなることを示している。また唇音化特徴は音素数が少ない  
場合にほ極端に有標であるにもかかわらず．音素数が増えるに従ってその利用  
価値が上がっている。これほ他の主事調音位置忙関わっている唇音化特徴が  
CoroIlalの位置に及んだためであろう。  
D（lrSalの下位区分   
Dorsalの位置に2つ以上の音素を持つ言語数ほ323である。まず2つの音  
素を区別する言語数は265であるけ九ども，そのうちvelarとuv山arを持つ  
のが155言語，唇音化轄散を弁別特徴として利用するのが91言語，摩擦性に関  
する特徴を利用するのが13言語，流音性を利用するのが5言語で，残り1言語  
ほ咽頭化音特徴を利用している。次に3つの音素を区別する言語数ほ22である。  
そのうち19言語がvelarとuv111arを区別し，さらに残り1つの弁別特徴とし  
てほ摩磨性に関するものが10〔破顔昔8，口蓋化〔前舌化）音素2）言語．唇  
音化特徴が9言語である。残り3言語は口蓋化（前書化）と唇音化特徴を利用   
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している。また4つの音素を区別する言語数ほ31で，これはすべてvelarと  
uvularを持ち，それぞれがまた唇音化特徴を利用している。5つの音素を区  
別する言語ほすべてvelarとuv山arを持ち，あとの3つの弁別特徴ほ唇音化  
特徴を2つ，口蓋化（前舌化）時政を1つ利用している。最後に6つの音素を  
区別する2言語はvelarとuvularを持ち．そのそれぞれが唇音化と口蓋化特  
徴を利用している。   
以上よりこの主要調音位置では音素数の増やす場合velarとuⅦ．larが分か  
れるか唇音化特徴を利用するかのどちらかを選ぷ確率が高い。つまり．uvular  
の潜在特徴として唇音化特徴を立てるならば，この主要調音位置にとってもっ  
とも無標な特徴は唇音化特徴といえるかもしれない。またさらに音素数が4つ  
以上になるとその弁別特徴を特定できる（Coronalの位置のように通常ほ音素  
数が増えるといくつものタイプに分かれてLまう。）こともこの主要調音位置  
の特徴として考えることができるだろう。   
6．結  論   
近年調音位置の階層性についてさまざまな角度から議論されてきた。一つ  
は生成音韻論の側からのアプローチであり，それは個別言語の同化現象など  
により階層性が提案され，類型論的視野に立った考察を摘まえることなしに  
UndefSPeCificationTheory（最小限指定理論〕のもとに有標性が議論されて  
いる。確かに摩媒昔や流昔はColqnalの位置が無標であるように思う。日本  
語のサ行子音とハ行子音はまさにそのような関係をよく表している。しかし閉  
鎖音（破擦音を含む。）体系に関する限り，類型論的にみた場合，主要調音位  
置LabiaI．Coronal，Dor＄alFこ関して有梗・無標を設定することは適切でな  
い。つまりそれら3つほ伺等の価値を有することがわかった。   
調音位置の階層性についてのもう疇つの7ブローチほ」元defoged（19組）等  
に見られるⅠ．P．A．の改訂に伴う弁別特徴の全面的改訂に基づくものである。  
これほ弁別特徴を生理・聴覚両面から多角的に捉えようとして現在模索中であ  
る。本研究ほその成果の一端を利用して可能な限り弁別特徴による記述を試み  
てみた。それは諸言語の詳細な音声的特徴がなく，またあったとLても単なる  
余剰特徴に過ぎない場合もあるという現状を踏まえて．主要調音位置にいくつ  
の音素が区別され得るかと言う観点で議論した。したがってその際用いられて  
いる弁別特徴はCoverfeatureの性格の強いものである。今後はそれらの弁別   
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特徴を生理・聴覚両面から多角的に捉える必要があるだろう。そしてまた詳細  
な音声デ＝タが弁別特徴と余剰時政の関係を明らかにしてくれるものと思われ  
る。  
注  
1．Clement〔1985）以外の弁別特故を階層的に捉えようとしている試みはSagey〔1986）．   
Striade（1987）等忙みられる．その違いほPlac巳nOdeの組織化にある。  
2・SPEでは調音位置特徴を区BuJするために，［anteriorユ［⊂OrOna）］［high］［low］  
［back］［distributed］の6つの弁別特徴を用いるけれども．この弁別特徴によって区   
別できる音素は理論的にほ2の6乗，つまり64音素である。しかし．実際に存在する   
調音位置の数はLadefog巳d＆Maddieson（1988〕によれば17である。  
3．MaddiesonのPatterns of Soundsは．初版が1984年に出ている。しかしParadis   
＆Pr11net〔1991）でほおそらく1987年の第2版な利用していると思われる。ただ引用   
箇所の指摘ほ初版にもあり，第2版が改訂版ではないと思われる。  
4．RIJhLenし1975）のデータを利用すると，例えばKeigana（Yagaria〕ほLablalが，   
5．Coronalが4．Dorsalが3となり，Labialの頻度数がCo川nalsを上回る。また   
Luanguia，Tahitianなどでも同様である。  
5．Dixon（1970）によれは．オーストラリア諸語において2つのIaminalを持つ言語   
は．元は1つの1aminalであって，母音／iノの前とそれ以外の母音の前に生じる条件   
異音が音素化したために2つに分かれた。したがって磯能負担量が低くても当然であ   
る。  
6．Sagey（1986〕ではLadefo即d＆Maddieson〔1988）がRadica）nodeと設定し   
ている調音位置をDorsalの範疇に入れている。  
Ladefoged＆Maddieson（1988）：  
…and she places what we亡a11RadiealafticulationswithintheDorsal  
CategOry．〔56）   
7．Feature Geometryを唱えているグループは二次的調音持教な母音の特徴に限局し，   
二重調音と区別して嵩論している。Lかし，このAbkIlaZの例ほ二次的調音／tv／と ■■   
二重調音／トtp／が連続体であることな示している。つまり，同山現象を別の枠組みで処   
理することは適切でないものと思われる。Lalliri＆Ever8（1991：g2）でほ適時的音   
変化を有効に説明するためにClement（1989）の説明を批判し，唇音化現象は［round］   
の付加として捉えている。  
8．なおVelarの口蓋化音ノkJ／が音声学的に普通のvelarと同じ鼓触面環を持ち，硬   
口蓋音／C／の接触面帯と全く違うことほKeating（1朗底）に明言されている．  
9．Lahiri＆BlllmSteill（1984）ほ閉鎖音俸系において［palatal］と［palatoLalveolar］   
が調音位置として音韻論的に対立することほないと述べている。すなわち［palatal］   
は閉鎖音で，［palato－alYeOlar］ほ破擦音であるとしている。またKeating（1988）   
は亡paねtaりが接触位置に関してCorona】とDoronalの両方にまたがる複雑な音   
であることをⅩ線を使った実験経果として報告している。そのため［palatalユ の主要   
調音位置を決定するのは容易でない。   
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1仇Ⅰ皿加foged＆Maddjeさ0刀（丁98釘によれば亡i加er由力旭1〕と［la血inaldeJ】tal］．   
［interdental］と［hminalalveolar］．［1aminaldental］と［laminalalveolar］   
を音素対立として持つ言語は存在Lない。   
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